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東 亜 病 類 考 (一)

今 開 六 -tlL

Rokuya , IMAZEKI:-Contributior,s to the Fungous Flora of E::lstern Asia. (1)_ 

我岡の棋に南二|ヒ fC*HI長〈延び切った隣|ニI令をも ち 、 その{立世は浪帯にありながらアジア大陸K

接近した島問であり 、 親潮・黒潮という寒暖ごつのえきな治・流の影響をうけている岡柄として

そとに芹ょする生物(イ正研究の釘象としては前類)が、北方、淑帯、南方の 3 系統 3 要素からなる

とと 、しかも是等の 3 分子が入り交って豊かに生育しているととは賀に鯨くべきものがある。

策者はとの複雑な 的安fjのW(物誌的研究乞-占し、 膨大な i店主}j併の一部を分婚、 主として高等菌

の研究K従っている。 その集大成への道すがら集めた資料に)，~き 、 解き得た菌Kついてj~攻報

告 して菌感界及び農林事W.Iていささかの貢献を致したい。

との研究を行うに世って来-X-は内外の多くの方々にわIf[々な御協力 、 御援助をいたピいた。 と

れらの諸氏は主として農林行林-::1~，試験場、同 ù:手 :1製 r.\tt十Miíï、 東京大製JlJ.!_，墜部村[物撃事え主主問じ く

農製部林事手; 1等の存位であり 、 叉各地管林日.~その諸氏である 。 - k その名を記すととは符附す

るが、 筆者は常に感謝の心を以てf浜本を見、 文献を調べ、仕事をつづけてい る。 ととに心から

の謝意を表するものである。

1. Fomitopsis castanea IMAZEKI, sp. nov. 

Syn. Fomes melanoρorus hrAzEKI (non MONTAGNEJ , in ASAHl NA , II1ust. Jap. 

Crypt., 453, pI. 217, f. 4,5 (1939)-Auct. plur. in Jap. Lit. 

Fomzïoρsz's melanoρora IMAZEKI, BllII. Tokyo Sci. Mus., 6: 92 (1943) 

Fr. sessili, p色renni ， lignicola; pileo subungulato , ad 30cm lato, 1O-15cm 

crasso, margine crasso, obtllSO, superficie a nodermi , jllvente badio・lat _ ricia. minll-

tissime velutinosa , dE'in subtiliter pseudo司incrllstata ， fumoso-castanea vel griseoｭ

nigrescenti discolori, profunde sulcata , inter sulcos irregulariter turgida , contexｭ

tu suberoso, non lignescenti , castaneo-purpureo CChocolate to S~aI Brown of 

RID(1EW AY ) , concentrice multizonato; hymenophoro tubuloso , stratoso, concolori, 

poris minutis , ca 5-6 per mm , circlllaribus, parietibus tenl.libus, integris, griseo-

nigricanti月 vel griseo-castaneis; set:s nllllis; sporis non inventis. 

子賞百告は多年生、 11\1;柄;傘は n: 1，:'馬蹄形であるが不規則形に崩れ易い、 大いさ幅 30cm ， J早

さ 10-15cm に述ーするものがあり、かなり大形、 傘の総は一般に厚くて鈍縦、 表聞は担任殻1nf;

}:k: ， 若い部分は咲補色で微細な粉毛を沿びるが、 古くなるに従って失第阜県禍〈与になり 、 表居
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部は硬化して侃殻状になる、 叉巾の蹟い凹凸にとんだ畝形の環) 1犬隆起帯と顕著な環稀とを具へ

る 、 傘の肉は比較的軟かい コ ル ク質で晴紫褐色を呈 し、 同心的友 i/命紋をあらわす ; 子賞j菅托は

管孔欣、 多庭、 肉と同色、 孔壁は部〈 、口縁は全催、孔 口 は微細で 1mm 1'L 5-6 側、 管口市I

は暗黒色乃至濃い架褐色を 呈する;装-i伏慨は7吸い; IJ包子未見。

和名 :ク ロサルノコ シカケ(安 |壬1)

生態 : j開業樹特にナラ類 ・ ク リ 等のおli};(í~ " 切林、 稀t乙立木 fL ~1三 じ 、 心材・ 越材背日の補色腐朽

をゐとす。

分布 (Distribution) : Japan , endemic. Hokkaidδ(野幌図有林 1937-VIII-1 ， 今日自，

No . お 2056 J2) ， (同前 ， No. M 205707) , (定山渓 ， 1948 .-IX , 今閥) Honsy� (青森廊

下北郡湯の股 ， 1942- IX- 14-21 , 今関 ， No. M208979) , (1i1 1華 ， 1942-IX ， 安問篤 ， No. 

M 202597) , (栃木燃日光 ， 1931- VIII , 烏 !干l 五郎 ， No. M 200001) , (埼ヨZJ際武甲 山 ，

1923-XI ， ぞ'f= I'El lE一， No. M 202598) 、 (同前、 1937-VI-27 ， 今閥， No. M 205618) , (長野
O!(.吟十

麻北佐久郡楓崎:市岡 ， 1947-X-9 . 今関， No. F 346 , Type specimen). 

本種は従来、 我閣で Fomes melanoporus MONT. の名で);[1られていた。一般に 山岳地帯に

多 〈 、 と れまでの採集経験から考へる と北方系の種である。 然るに F. melanoρorus MONT. 

は本来熱帯極で、 東西雨熱帯地方に蹟 く 分布して必 り、 その北!浪は豪、時で、あると とが明 らかに

なった。 印ちか L る熱帯障が北海道でさ，へ上[:!!f交的普通に産するととに従来とも疑を持っていた

が、 戦命中筆者は New Guinea i芳の菌類を研究する機舎を得、 その中 v亡本腫の典型的友棋本

を多数見出し、 とれに よって従来の疑問を解決するととが出来た。 J_T.i'û1nes 7nelanop(Jrus は

LLOYD も 記 した様に “ 崩lF' t.主菌 " であ り、 叉 “ one of the heaviest , hぉrdest species" で

あり 、 正に石の様K硬 く E互い茸であ る 。 その他傘の表商の1業主容は総統で、 同心 I'I'~隆起帯は幅狭

〈 、 日 本の クロサル ノ コシカケ とは全 く 異なるものである 。

2主 ほ従来我々がク口 サルノコシ カケと呼んで、いた菌にはサクラ 、 ウ メ お: どにつ〈純背着生の

黒歩んだ菌も含まれてい る 。 是は |苅記の何れで、も友 い。 然し背着生の菌については筆者はまだ

研究 していない。 叉 Fornes melanolうorus MONT. もおí' しいう鴻ôjK よれば同じく Fomzïoρsis 

k属 し、 その組合せは Fomitopsis melanopora (MONT・ ) IMAz . と 友る諜である 。

2. Cryptoderma Cercidiphyllum IMAZEKJ , sp. nov. 

Fr. sessil i , perennis; pileo primo applanato dein fere ungulato, 3.5-15 x 3-10 

cm Iato, 0.7-5 cm crasso, margine t enui, obtuso, infra marginem zona st訂ili ca 

2 111m lata ornata , superficie dense sulcat a , sorqide griseo・brunnea ， alte glabresｭ

centi plus minusve nitidl1Iescenti, radialiter rimosa , . sl1Icis fere evanescentis, 

ペ桝. 、 No. M (:t開立科学M物問の 、 No. F !:.t林業試験場の}標本務担えた示す も のでわる。
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fuliginoso-nigrescenti, subcrusta generatim in speciminibus juvenioribus soIum 

distincta , in seniIibus tomento superficialibu冒 nigro-du口scenti ， crustaeforme 

transformi, contextu tenui, ca 1-2 m m  crasso, sordide ferrugineo COchraceous 

Tawny) ; hymenophoro mult:stratoso , concoloribus vel paIIidioribus, 1-3 mm longis, 

poris minutis, regulariter orbicularis, acie obtusa, 4-5 ad 1 mm, dissepimentis 

griseo-avel1aneis, acie obtllS九 integris; hyphis in contextu et tramis 2.5-3 μ 

crassis ; setis ventricoso、fusiformibus， copiosis, 21--30 x 7-11μcrassis; sporis 

hyalinis, subglobosis, 5-6.5 x 4-5 μ， Iaevibus. 

A 

OO~ 
OU  

B 

C 

Fig. 1. Cryρtoderma Cercidi・ρhyllum IMAz. エゾヒヅメタケ

A, wrtic2.l sections of oId and young pilei. C老若 2 1!1n zコ子賞鵠の i新商)

B, spores. C胞子 ) C, setae. C悶 IJ毛慌)

子賞鑓は多年生、 全\~柄;傘ははじめ 田平でまうるが年を椛たものは殆んど蹄~l予になる 、 大いさ

3.5-6-15 cm )( 3-4-10 cm , 1享さ 0.7-3-5 cm , 11ぞの総はt1.1í.いが鈍縁、 下車象に沿うて隅

2mm 内外の不買手作がまうる 、 傘の表岡は平行右:著しい同心J伏の 11~可畝があり押i粗槌、 I清次補色をた

びるが、古 くなると次第に凹凸はとれ海いZ境問年と放射 jl犬の刺1かい韓裂をあらわし、 色は鼎やみ

ま患い光深をゐびるに至る 、|勾はl~lí. < 1早さ 1-2 mm , くすんだ褐色、 若い子買慌では部い毛被

!音の下K黒色のmj.い下殻 Csubcrust) が認められるが、 古くなると毛被貯はl此落叉は炭化して

下殻と共に皮殻化してくる 、 子買取f托は管孔!lk、 多!昔、 肉と ~ま ピ 同色、 各rnr は!享さ 1-3mm ，

孔口出制111 、 1mm に 4-5 怖い 整匿1 7 1予、口鯵は宅やや)豆 くて全越、 僅かに茨(1色をゐびる 、 産i

糸はずFの肉 . 1'1:UVt~と 1Jí~ 2.5-3μ; 1;刊 IJ U知立長下'jの徳利11予 、 21-30 x 7- 11μ ; 胞子は無色、

類球形、 之l三j号、 大いさ 5-6.5 x 4-5μ. 

手1 1 名: ヱゾヒヅメタケ (新栴)

生態 . 北潟道に於てカツラのさ|ミ11:木 i亡 1lf ~I~. 、 閣朽型は不明。



一-4 一一 林業試験場開先報告貫t4~.W，~

分ギli (Distribution); Jap乳n， endemic. Hokl-目idδ ( ベ域11"11 I:)JIH-J, 19-U-VII-23，今闘，

No. M 212095 , Type Sp-=cimen). n 本!f .)' i者。

本菌については更に資料を得たいと、北海道その他各地でカツ ラ を比るたびに注意している

が、 未だ第二 I IõII 自の;}~~.uご を果していない。 11'1ニ 1948:1 1三 9 )oJ 、札幌'di内のカツ ラ の街路樹に-f:\fIの

掲色の使質菌があるととを北大の砲升ニヰ次博士か ら聞 き、 J宋 1ぶしたが徐りに不完全であったた

め同定するととが出来なかった。 大方の御協力を仰ぎたい。

ヨト;極は同属のスグリタケc1つφtodenna Rz"bz"s (FR.) IMAz ・ κ似るが、 蹄形と1J.るとと 、

古い傘の表聞にキコ ブ クヶ Phellz"nus z"gnz"art"us の様な岨裂を然歩るとと 、 剛毛舵』があると

と.などで異なる。 キコ ブタケ とは下殻があるととで系統をS~にする 。

3. Phellinu邑 Baumii P rLAT, BulL Soc. Myc. F r. , 48; 25, T:1b. II, f. 2, Tab. 

V, f. 3, Tab. VIII, f. 3 (1933); Ann. Myc. , 38: 79, T乳b. IV, f. 1-2 (1940) 

子lt械は多年!:I:.、 労!q，人'J ; 傘はメ1 ~ lj~ 1形、問 '1リう主やや蹄形、 大いさ 5;< 10α11 ， )乎さ北部に近

< 4 . 5 cm fL:t:tする 、 余の縁は鈍縁l!Jとは依り断った形をなし下縁は不買併で縁取られる 、 傘の

友商ははじめ1\技Eを被むり、く すんだ肉十 I ~色で、あるが次第に 11青色化し後には附んど反~J9，色とな

る 、 叉4希梓守ギ:しい縦蹴の盟裂裂‘と多数の環溝とを具へるが殻j戊ιは1渡珪i述主しない.傘の |肉勾は ι員員

砧菌.糸はユ苅可w中倒品色でで'f\何11筑i匹Q-3 .5 μ， 放射 J I犬に走るが、 1f.: rLriに奈| ー |二した附糸の-先制は 11昔色に 'fiIl!化して決

質の偶殻をつくる;子f:î J母托は管孔JI)\ ， 多紙、肉と同色、孔Jl には 111I J I 王 、 微細1 、 1mm fC 10 

例、口線はl1:Ií. < 全謹; I河 IJ毛慨は紡錦形、 15-21 x 5-6.5 μ; 胞子は類pRJI王 、 7 1三j丹、 I炎賀補色、

3 ~3 . 5 x 3 μ. 

手n 1'，・ ヱゾキコブタケ (新;r:íiD

生態: ハシドイの生立木その他の間!英樹 ( ?) K~t じ ( 1尉れを起す。

分ギli (Distribution) ; Siberia. (Wladiwostok) ; N. Chinョ; Manchuria (三江行湯原l!府作

嶺 ， 1940 -X- 1, i毘水竹見1]) ; Ja p :'ll1, Hokkaidδ (東jて山部制脅林，ハシドイ _!-.， 1947-II，千葉

イ~ ， 1-lf島iìlmt. No. F 381); (，J;;i小枚， 山上事業区，ハ シ ドイ J:: ， 1939 -VII -9 , filÍ!チ |二専次) . 

本種は ; 928 . :1ド ZU，LING が Wladiwostok líH近で Syrz'nga sp. J二で、探集した菌 lと恭いて 、

PIL川が命名した東if:f半年庄の菌である。 その後 PILAT は E. LrcENT 氏保集の北支産菌類 él.'

K多数の棋本を殻見し、 ・ その分布がかゑり j資いととが判った。子在:!tは前記の主n <混71'<氏がiï~j洲

で得たものにュi止を見 {-I 'I し 、吏に千葉、青島剛氏が Type と 同属の Syrz"nga amurenst"s RUPR. 

var. jaρoni'ca FR. et SλV. ハ シ ドイ~ K !~生叶る美事な菌を採集、是によってその.1Eしい同定

を Fすととが I'U '~~た。

見キコブクヶ PhelUnus z"gnt"arz"us KMi似する同腐の菌であるが，胞子が着色すると と、

肉の色がキコブタケが縫い茶禍色であるに比し本麗では賞倒色であるととが最 も期、4ぎな遣いで

, ある 。 然 しlぬー朽型 も似て居り同鴎近縁の菌であ るととは式うまでもない。
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4. Piptoporus quercillus (仕上IRADER ex FR.) P ILAT, . 目 .. 7 - BONDARZ I~ W et 

S I N(;E I~ ， Anl1. M yc. , 39: 53 (l9-H) 

Syn. Polyρ01・us que1" CZ・'nus， FH. Epicr. 401 0838) - H USS EY, IJlust. Brit. Myc., 

1: Pl. 52 (l8'!7) --M Ass:m , Brit. Fung. F l. , 1: 2,15 (1892 ) ー LLOYD ， Synop. Polyp. 

APllS, 288 ( 1915 ) ー- R Ei\ , Brit. Basid. , 581 (1928). 

Unguli・na quercina P ATυU I I，I.AiW， Ess. T a x ., 103 (1900) - BOUIWOT et GAI.ZrN, 

Hym. F r., 606 ( 19乙7 ) .

Placodes que1-cinus Q UE I,l:iT, E nch ir ., l70 (l 8E'6上

Caloρonts fusco�ellzs Q lJ ELET, Â明. fr ., P 1. III (18リ1 ) .

子質問は箆)1ヲルヨミ扇)1予を友し、 )，!，è官 1 \はぶ9iiiかい1-I"jJIJく をなす、 )..:.いさ 10 じm (幅 ) )( 7 cm C-k 

さ入 i字さ J志向lの近く で 2 . 0 cl11 内外、 傘のj山l縁は):.Ii. く傘の断 rlljは棋;rfb を友す、 衣l自i は なめし

皮;1たの蹴lぷがあ り 、 1: .1 1:いが lリJ I時なJづk:をと被む る 、 J-. lk:は ~1:.llc'f tt{'色だが後賞制色)'; j~淡茶倒色と

な る 、 傘の除jは (1 -材木色、 tbJ~ f::i : ) 1Jく コル クftで似めて料秋、 J';!: さ 2 cm ， 1泊・糸はむi~ 6 . 5- 8 μ， 

l別院で不JJU!リに Jïi í flll する ; 子賞lぽ.J[は色ニ孔 JiJi; 、 七(孔は極めて9Üかく 1-2 1111η ， 生11寺 I~I いが接附

すれば赤援 し乾けば付ん どfI[十J虫色に挺色、 又傘の肉 と制がれ12， いため~~L~~J f71 で、は部分的K IJ位決

してい る 、 孔 11 は微車111 ;胞 fーは長崎固形、 現時色、 よ;いさ 6 .5-8 x 2 . 5 μ. 

A 

C 

B 

手1.1名; コカ ンパ タ ケ (業!日iヰ)

生態: 欧洲ではカ シ類に生やるが極めて1和亡護生、日 本産は寄主不I lj'J。

分布 ・ (Distribution ) : Europe; Ja pan , Honsy� (静岡!際問方郡狛越間有林、 1947-VI， 苛:

本敏雄 No. F 1120). 
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ヨト;極はとれまで欧秒Hにだけ女11 られ、しかも FIUES の命名以後 100 飴年を粧た今日までに数

えるに足る僅かの係集記銭しかえZ い紅の珍菌である o LLO 'I'Dによると “ 本陸は欧決|に於て

oa!): に生歩る脊菌で各地の博物館でもめったにJ浜本は見られない。自分はある年 Fontainbleau

(Paris の南方)で、幸Kー棋本を見た。 自分が知る自主りでは HUSSEY 夫人が英閣にゐける唯一

の採集者である(筆者註 HUSSEY 夫人は 1847 年K IlIustratJoコs of British Mycology な

る豪華訟原色菌類固譜を著はし本菌を l量|示 している)。女史の棋詐は今日も なゐ Kew 植物闘

に保存されているが是が Kew VC るる l牝ーの棋本であ る 。 X Ber1in fL は PLOWRIUHT の採佐・

1171があり、以上の 3 賠が自分の見た全部である。"と 。

か L る世界的危珍菌が天城山の附近で採集されたととは特筆すべき fll'山ーがある 。 菌組、t亡ゐけ

るとの胡Ui. 1超不連続的な分布ばlト?に我閣に於ては他に も幾つかの例がまうるが、 蓋きぬ興味を抱

かしめるものであり、採集者寺本敏雄氏に謝意を表するものである。

5. Trametes Ljubarski PILAT, BuIl. S:)c. Myc. Fr., 52: 311, f .10, Tab. VIIr , 

f. 3, (1937). 

子寅偶は一年生、現時柄，傘はと|三図形、 銀頭71手、鈍縁、 えいさ 8 >< 3.5c111 ， ]手さ 2 . 5C111 K迷

する、 全1i豊殆ど白色、 傘の表聞は)!!~殻力!~皮、 Hト毛を必びて友めし皮}/たのj脳J感がある 、 ;嬰紋 も溝

も1J.い、内は類白色、 厚伶jでコルク質;子賞}剖モは管孔J/k、長さ 5111111. J苅縁に行くに従い次

第κ短か くなる、色は肉より 少しく材木色をゐびる、孔口 は小、 !瓦/ -拡n亙) 71ヲ 、 1111111 に 3-4

側、口総は全法、 子L壁は j享く左い、 菌糸は~îの傘と質賃ともに出 2 . 5-3 μ. 不規則にもつれ

る;胞子は類球形、無色、 4. 5-5.5><3.5-4μ.

荊|名 : ヱゾシロアミタケ (方市~)

生態: シベ リ アでは Acer mono， 日 本ではノ リ ウツギに生じていた。 出朽は 日本の も のに

よる と心材部の白腐れである 。

分布 : (D:stnibution) Siberia (Whdiwostok); Jap司n， Hokkaido ( 5~9，nJj'/~山部東)(t演習

林. 1947-II，千葉修 No. F 1121). 

ヨド:極も，jfj記 PhelUnus Baumù" と 同様 PIL，屯T が命名 した菌で、共に Type Lo :a Iity は

Wladiwostok 附近である。 Trametes 属κは白色の菌が多いが、 近似極のーっと考えられる

ものに T. z"nodora FR. があるが、同組については新時代的例究がないのでヤ正確な判断が下

し刻い。

6. シユ タケ Trametes cinnabarina J ACQ. ex FR. とヒイログケ T. sanguillea 

(L. ex FR.) IMAz. 

との 2f霊の朱色の菌は従来事k固で非常に混同されていた。 印I ち異種設をとなへた禅問粂告

(蓋i誇博物喜色合報 25: 42-45, 1935) と今閥 ( 日 本隠花植物|量l鑑、 463， 193ヨ) を除いては岡田
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と し或段少くとも日本のものはヒイロタケ (T. sangztz"nea) -:f主であると し、 む しろ同種設が

一般l乞通m している 。 との私立友j誌は日本と ア メリカで時として問題と え主るが欧洲では見られお:

い。それは T. ân'nabari'na が陥j州のオ{ス ト ラ リ アを Type LocaIity とし、|成、 アジアの北

部から北米の北部にかけて分イliする云はピ北方系の菌であるのI'Ct.jして 、 T. sanguinea は南

米の Surinam 地方を Type Locality とする熱帯極であり 、 その分布iは東凶の熱帯地方に績

がり 、 北米では合衆閣の市昔11諸州、 東認では 1. 1-1 問 、 日本等にまで北上、 然 しJ刷 ! には記蜂がえ主

いととから考へて、 1，\fX 11+1菌型・界では IIiJ題の釘象と主主らなかったもの と忠はれる。

との様に繭極は分7(}iの中心を主任〈 異にする閣であるが、 互に極めて似かよった色を持ち、 そ

の他の製tîでも類似十1:が高いので、 両者を共K生す.'る地方で、は誕々そのl亙別 l亡困難を感十るので

あろラ。た吋と等の困具fIや疑問が起ったとしても 、 跡Î;j'主の 1 1:J'もtその も のについぶ不充分な認識

に広いて議論が行はれ叉行はれたととは遺憾である。

Trametes ânnabari‘na の典型慨は鰻頭を"I ~切りにした様友'11予で傘は l手〈 、 又孔は大きく

維の自にも一見 Trametes の q:!j・:1~を興へる。 との典型鵠は欧百十|の他では少くもアメ リ カ合衆

図北部、 カナダ、 満洲、 ニlヒ一部刺((!下等に産する (秘本i亡法いて記す)。 是に謝して T. sanguinea 

は長く Pobystictus と呼ばれた様fLrJ.lí.い草'ftl亡近い菌であり 、 孔は殆ど超肉Ill~ ~I'~ I'L{蹴111なもの 、

それ放に PATOUILLARD は Mù;rolうorus IìiJK配した位である。 従って赴等二つの基本形を比

-較するならば何人もその区日IJ I'C困難は感じ左い筈である 。

然るに北海道以南の日本産の T. c仇naban'na は両型の "1-1 ti l l をいくかのJ惑をうけ特K子賞鰐

のj平さは純北方型の42ifiizjtは今ば以下のものが多く 、 孔口は大きいが子L~iI~は比較的出 く、 色も ・

!ト?に傘の ド聞は緋色に泣い朱色を;;/;>-び必歩しも典型的友ものではない。 然し 日 本型 と典型的北

方型とは管子Lの大いさに古きて全く同樹iであり 、 やJれも 1 mm  1'Cf-.jして 2 - 4 11/i1の割合で、 T.

sangtゆzea の 1mm に針する 6- 8 仇!にくらべ 2 - 3 倍の大いさにある。 様|壬|氏は管孔の大

いさの他 I'C T. ânnabar仇α では管孔はj架さ 4 -9 m m  1'Cf-.jし T. sanguz'nea では 1-2

mm と し、 その他傘の表町、 肉、 下回の色及び1絞った傘を紙の上に摩った時の色が異友ると し

て赴等を比較表示している。 管孔の深さ 、 傘の!手さは T. sangui'nea が 日 本型の T. sangui 

nea I'C く らべてもイ佐賀K能く .且部〈概して後者ーの 1/2 位の傾向があ り、 両者が別種であると と

を説書きするが、 その差は数千的K示す程のものでは汝いof貸手4' と してはむ しろ雨種に よるl肉ー

朽材の表耐にイ'1'び /:1 11てくる菌糸の色が T. ânnabarina では i切るい朱色であるのに 1'.t し て 、
T. sanguinea では縫いる'1'色を呈するととに注目する。 前極の菌糸があらわす朱色則合も T.

cinnabari:仰 の典型的子賞惜の色に泊二合し、 両手1"11.11の近い闘辿性を示すもの と考えら れ るか

らである。筆者はまた 日本に特殊の Local Formがるるとと K興味を持ち、 大陸型、日本型及

び T. sangui't't仰 の三系の聞に遺イ車率的研究を試みるの も興味あ る 問題ではないかと 考えて

い る。
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1主主旨筆者が観察した資料はすくの通りでるる。 是によって も 王1)1.併される様作Î')xj位の分布する範

囲出シユクケは北方も しくは山岳地方が中心で、あ り、ヒイロタケはT-t・方にゐびたむしく漸::;J(平

地帯を北上するものと見主主して よ い。 然 し シユタケが芸憾の京北附近で 、 又ヒイ ロタケがjiifJffl!(，

の北部で .も採集されている様f'L FI~極とも泊11~~性は引いものである。

'frametes cinnabarina. 

Japahese specimens: Hokkaidδ (釧路). Honsy� (新子、耐島合津、 当~:lJ主、石川 l与山、長

盟í'八ヶ岳、 jli$/iya詰士山、山梨'(1;( 二1 : 山と }Ðt!急 Ilif ) .

Foreign specimens : Manchuria (2 coll., in Herb. Tokyo Sci. Mus.). Korea (1 

coll., in Herb. T. S. M.). Formosa ( lcoll., in Herb. T. S. M.). U. S. A. (2 

Specim. ex JIerb. J. R.可:VEJR) . Cana臑 (1 specim. ex Herb. Univ. Toronto). 

'f. sanguinea. 

Japanese sp巴cimens ; Hokkaidδ (後志イM:II!þ_!) Honsy� (店城、 耐島、 柿木ィ群馬、

埼玉、千葉、東京、 11]1 1 1奈川、 i路l吋 、 :受知、岐阜、 富山、 三豆、 大阪、兵庫、 鳥取、 岡山、

、 山口 ) . Sikoku (愛媛、 徳島、 高知) . Kyiisyii (大分、'/{'，I1崎、鹿児島、 屋久島、 奄美大

島) .

Foreign ' sp.・巴cimens; Korea (2 coll., in Herb. T. S. M.) Formosa (10 coll.. Heb. 

T. S. M.) Biu Kiu 1s. (3 col l., in Herb. T. S. M.) Micronesia (4 col1., rn Herb. 

T. S. M.) New Guinea (S coll.; Herb. T. S. M.) India (1 colI., ex Herb. S. R. 

BOSE). 

園版説明

Ex:planation of Plate 

fig. 1. C?'Yρtoderma Cerâdiρhyllum 1MAz., the type specimen. (ca. x 1 ) エゾ

. ヒ ヅメグケの造主主~~標本.

Fig. 2. Trametes Ljubarskz' PILAT (ca. X 1) ェ ゾシ ロアミタケ.

Fig:3. PhelZz'nus Baumii PILAT (ca. X 1) エゾキ コ ブ クケ .

Fig. 4. Fomitoρsis castanea IMAZEKI (No. 202597 in Herb. Tokyo Sci. Mus.). 

(ca. X 1 ) クロサルノコシカケ.

Fig. 5. Trametes sangu�ea (FR.) 1MAz., the pore surface. (ca. x 1) ヒイロ

クケの管孔町.

Fig. 6. Trametes ciniwbari'na. The pore surface. of the Japanese form. (ca. 

x 1) [1 *~~ シユ タケのう辛子LT百.

Fig. 7. 'Tmmetes' cinn稈ar�w. . The verticaL .section. .view of 'Canadian 
、

specimen. (ca. x 1 ) . カ ナダ産シユタケの島Ir面.
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Contribut'ons to the Fungous Flora of 

Eastern Asia. 1. (Resume). 

By 

Rokuya 1MAZEKI 

1. Fomitopsis castanea IMAZEKI 
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This species has long been misreferred to Fomes melanoρorus MONT・ by

the Japanese mycologists. The writer , however , found this mistake when he 

had an opportunity to study the typical tropical specimens of F. melanoporus 

collet t ~d in New Guinea. Fomes melanoρorus is a ttopicaI species and � distrｭ

ibutεd throughout the tropic昌1 region. The northern Iimits of this fungus in the 

Orient is Formosa , and it has never been coIlected from J apan. 

The species is cha racterizec1, as LLQYD notec1, by the very hard and heavy 

consistency of the context , almost applanate form of piIeus, and densely developed, 

remarkable conc"ntric ridges on the piIeus surface. 1n this Japanese p侔plish 

black Fomitoρsis， the piIeus is almost ungulat" in form , the conc叩triè hdges are 

very broad and few , and th", cont"xt is soft co!-ky and Iight in weight. 

The type specimen was 'coI1ected by the writer at Konuma-mura, Kitasaku・

gun in Nagano pref. , on October 9, 1947. 1t grew On the Iiving trunk of chestnut 

tree and. is preserved in the Herbariul11 of Forest Experiment Station (Herb. No. 

F 346). 

2. Cryptoderma Cercidiphyllum IMAZEKI 

The type specmien was coI1ected by the writer at Sibetumura, Tesio・gun in 

Hokkaido, on July 23, 1941 , which grew on the Iiving trunk of Cerddかhylfum

jaρom'cum S. et Z.. It is preserved in the Herbarium of Tokyo Science Museum 

(Herb. No. 212095). 1n generaI a ppearances, it resel11bles somewh司ttoPheWnus

zgniarius but differs from it, by having a distinct .subcrust under the thin 

superficial tomenturIﾌ. It is sepョrable from C. Ribzs by the ungulate form , 

rimose surface of the piIeus, and the presence of. setae. 

3. Phellinus BaUluii PlLAT 

The plant is found in Hokkaido, Japa n, wher e , 咜 grows on Iiving stem of 

Syyz'nga amurens�s RUI:'R. var. jaρonica FR. et Sw., the host belonging to the 

same genus with the tree on which the type collect卲n was made. The writer 

has a specimen from Manchuria collected by Mr. NUKUMIZu-T.. It differs from 

Phellinus ignz'arius by the color of context and spores. 

4. Piptoporus quercinus (FR.) PILAT 

It is a very interest and noticeable fact th'1t this rare pore fungus was found 

in Japan. Mr. TEIUi¥IOTO got severaI fruitbodies growing on some stUl11p in 

woods near Mt. Amagi in Sizuoka Prefecture. 

5. Trametes Ljubarski PILlγl' 

This is the second record of this species. The present materiaI was' coIlected 
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by Mr. TrBA-O. at Yamabe, Sorati-gun in Hokkaido, on February, 1947. It 

grew on living trunk of HydrangeαρaniculatαSJEB・， causing a white rot 01 

heart wood. 

6. Trametes cinnabarina JACQ. ex FR. and T. sal1guinea (1. ex FR.) IMAz. 

τ he fruitbodies of fapanese T1'ametes c 仇仰n仰tabar門Z仇α are rather thin and never 

grow more than one cm thick. They are somewhat different from-the typical 

ones found in Furope and northern part of North America, whic'1 are much 

thicker and take even a triquetro回 form. An another red pore fung us, 
Trametes sangu�ea is more common species in Japan. It is a very thin and 

a1most coriaceous fnngus. 

These two similar species are general1y confused, and even the op;nion that 

they may bj:! the same p:evai s in Japan. It is needless to say they are different, 

but the Japanese form of T. ânnabari‘'na shou1d be separated from T. sanguinea 

as follows: 

Trametes cinnaban'na of Japanese form. Pileus is applanate, 5-7 mm 

thick, but not more than 1 cm. Pores 2-3 mm  or more long , 2-4 per mm・­

Color of hyphal mat grown 'out on the surface of rotten wood is bright orange 

r_d (Fl me Scarlet of RJDGEWAY). It is col1ected-more freqently in northern 

part and m01.ln向in region in Japan. 

Trameies sanguz'n~a. Pileus , is thin and 3-4 111m thick. Pores are 0ふ1.5

mm long and 6-8 per mm.. Color of hyplnl 111at is deep scarlEt (Scar1et 

Red of RmGEWAY). It is distributed in southern part of Japan and in the low 

land region northwards. 

、 I.:aboratory of Forest Mycology, 

Govemmellt Forest Experiment Station, 
Meguro, Tokyo, ]apan. 
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